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亀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　一貢，。
　　　　　　　　　　　　　　”　　　　Ｄ酵母細胞に及ぼす中性塩類の影響にっいてはBoasが比較的詳細な研究を行っているｏ然し之は
寧ろ刺戟作用に璽点を置いすこものである。且つ同氏は中性塩の生活機能に及ぼす影響の最大なもの
は細胞膜の膠質性を変えて其の透通性を変化させる事にあるとしているｏ
　第二執こ於て中性塩類の影零こついて簡単に述べすこ所である屈此処に於ては更に詳しく追究し
すこのであるｏ然し刺戟的な面よりも殺菌機構的な面に重点を置い7こ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験及び考蔓●
　実験１　醗酵液中に中性塩類の存在する場合に於ける状態は（使用酵母はSaccharomyces,
Sake. Gekkeikan St.) 第一表，第二表に示す如く, 50ccのHennenberg氏mediumに各濃度
の塩類を加えて醗酵せしめ，其の状態を観察し7こ。之に依れば中性塩類は相当高濃度迄酵母を死滅
せしめる事が出来ない。文ＮａＣＩの2～7％に見る様に明｡にperiod of lag. を延長させる事は何れ
にも詔められる事であるｏ又加里と曹達の間に殆んど差異が１ぷかづに。この事は植物に対して加里
は有益，曹達は有害であるが，動物に対しては全く逆で酵母はこの中間に位するものであるｏ即ち
酵母の中間的性質の一つ証明を埓し得るものであろうｏ Ｎ０１３とＣドの間にはやや相違があり，
N013の方炉やや強い様であろ。この事はBoasの刺戟系列と同傾向を示し7こ。又K2SO4に於ては
９％程庚より不溶性となる‘埓か14が濃変に於ても醗酵力を示し7二。　　　　　　　　　　　　　。･
　何れにしても醗酵液中に於けるＣドの濃厚なものは嫌悪ざれる炉，さ程でもない事，又酵母は担
当濃度の中性塩類に堪える事は明に示す事が出来るｏ　　　・　，｡
　　　　　　　　　Table Ｉ　The state of fermentation of yeast in
　　　　　　　　　　　　　　NaCI. KCI, NH4CI containing medium.
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　実験ｌ　食塩含有醗酵液の生産物及び醗酵曲線について
　Sucrose ８.71％含有Hennenberg氏変法醗酵液（第三報参照）500CCにNaClを第三表に示す割
合に加えて醗酵せしめ，其の生産物を嶮討し仁処を示せば第三表の如くである。即ち醗酵は0.5石
に於でも多小阻害される。4％に於てはアルコールの生産は非常に落ちる。然し駿は増大の傾向を
有し，特に揮発駿の生産が著増する事は大きな特徴であつすこ。この事は別の機会に追究する予定で･
あるｏ　　　　　　　　●
　醗酵曲線に就いては第四表及びGraph. Iに示す様に糖の減少量は,食塩濃度に明に逆比例的で
はある炉，増殖時期の延長加よく糸されている。尚之等の事は別個に追究中である加･この傾向は唯
認出来るｏ
Table I 　The metabolic products CSaccharomy.ces, Sake) in containing
NaCl medium after 144 hours fermentation.
三才 Alcohol　vol % Remainingtotal sugar Fermentedratio
Total acids　゛
音NaOHcc
　Volatile acids
一^NaOHcc.
Volatile acid
total acid
×100
０
０．５
1,.O
２．０
４．０
3.28
3.07
2.37
1 .14
0.67
　0.56、
. 0.70 ・
　0.71
　2.51.
　4.90
,Ｊ　93.56
　　　91 .95
　　　91.85
　　、.71.18
　　　43.74
in25cc sample
　　　　　7.30
　　　　　8.86
　　･･　9.38
1　　　10.1･6
　　　　11.07
in 25cc sample
　　　　ン. 0.35･
　　　　　　Ｏ･．７８
　　　　　’‘0.85
　　　　　　1.32
　　　　　　r."5
　　　　　4.79
　　　　　8.80
　　．　9.06
’　　12.07
　　　　13.18
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Tableご肌　The degree of fermented sugar in NaCl｡containing
　　　　medium by S a cch aroniyces･
　　　　Sake. (Gekkeikan strain)
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Graph. 1　Fermentation curve of each medium
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　　実験皿　電子映像に於ける所見(使用菌株Sacc. Sake.)
　　中性塩類の影響については一部第二報に於て報告し7こ所であるが更に追究を行つす二。即ち前実験
'4こ於て定めすこ繁殖阻削
　としすこのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　ノ
　　使用塩類の濃度は総て2M溶液を用い, Hayducヽｋ氏寒天埓地一週間培養のものより菌休･を取り
　･溶液に分散12時開放置後上澄傾斜，遠心分離各一回で洗潜し観察し仁。但しこの場合蒸溜水に対しダ
　ても勿論，各試液に対して,'何れも分散は容易であつ7こｏ　こ･の点よりS ace haromy ces Sake は
　Torula riifla. Willia anomala等より粘着性は遥に弱いと見る事が出来るｏ
11
寫真中　Fig.【はstandard即ち蒸溜水に処理
　　　　　Fig. Iは，　　　　2M. NaCl　　，グ
　　　　　Ｆ咆●　匪●タ　　　　　　々　　KCl　　　４･
　　　　　Fig. M･タ　　　　　　ｚ･　K2SO4 な・
　　　　　Fig. "{'y　　　　　　タ　　NaNO3　，タ
　　　　　Fig. Ｍ･７　　　　　　･７　CNH4)jSO4ダ
　　　 ig. 　　・2M. 】 　，タ
　　　 ●　匪●タ 　　　 々　 KCl　　　４･
　　　 ig. . 　　 　ｚ･　K2SO4 　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　 ig. y 　　 　，タ　　NaNO3　カニ　　　　　●　　　　　　　　　　●
　　　 ig. M･ 　･７　CNH4)jSO4ダ
●の映像である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●
　之等をFig. Iのstandardと比較洽討して見るに何れも相当な変化を認め得る事，各紋液間に
･特異性がある如く考えられるが，未だ明瞭な相異を指摘出来ないｏ
　　（ＮＨ４）2S04を除けば何れも原形質分離が著しいｏ
　electron thin partは微粒子の附着で始めて認識出来る超薄膜かも知れないという疑問も起る
,所であるが，之は第一報第二報に述べ仁様に細胞膜である,と断定し続ける。
　細胞周渥の微粒子は塩類結晶か。細胞膜,より生理的に生じずこものかの疑問に対して，猫特の結晶
一性を持7こないが塩類である様に考えられる。ヵ,バすれば細胞膜の塩類に対する特種な吸着性を認,め
ゐ事が出来るｏ
　又別の観点ふらすれば之等溶液は細胞膜に対する透過性が冊く貧めに細胞膜周過に政留する故に
源形質蛋白とも結合する事少く，殺菌性も,弱いとも見る事が出来る。’
　　●　●　　　　　　　　　　　　　　　要　　約　　　　　　　　　　　　　゛
　ｍ　畔母は比較的高濃度の中性塩類に堪える。然し良く醗酵する濃度でも増殖時期をやや延是せ
1しめるものであるｏ
　（2）･食塩含有醗酵液に於て酵母は特に揮発性駿を著し,く生産しす二〇
　（3）中性塩類の影響の電子顕微鏡的所見としヽて塩類相互の特異性はありとするも，総て糸田蝕周過
4こ徴粒体を残す点に於て何れも一致しているものであつ7こ。
　　（４）細胞膜の之等中性塩類に対する吸着力は酵母の吸着力（例え｡ばヴィタミッ等に対する）とし
て今後の研究を要すると考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究室業績第８号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　●･　献
･ぐじ)E. Boas : Biochem . Feitschn･176 349 (1926) 117 "165【】92け
　（２）山　本：高知大学学術報告　14(1952) ( 1)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和27年10月31日受理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
　　　　　　　　　　　　　Part IV On the effects of neutral salts　゛
　　On the investigation of effects of neutral salts next results were made,―
　　(1)Yeast beared -the comparably　high-concentration of neutral salts solutions, but
･even in dilute solution 0.55b' NaC], the influence were appeared in form of prolonged
:lag-period, and increased products of volatile acid.
　　(2)Yeast absorbed the neutral salts around the cell wall strongly.
　　stillwe could not cleared these phenomena. but it suggested the allotment of parts
･as the examination methods, the chemical and　physical　property of　cellwall are
■studied。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　(ReceivedOctober 31，1952)
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　　-　　　一
　　第五報特殊酵母の粘質物
山　本　龍　男　・　長　崎
　　　　(農学部水産製造学敬室)
亀
　第一報に一部記載の如く，やまももより分離しすこ赤色酵母Ｔ.Ｍ.炉特殊な網状物質を細胞周汲に
生産する事を指摘したが此処では更に各種の状況を観察すると共にT.M.酵母の諸性質を決定し
7こｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　　　に
　実験I　T.M.粘質物の電子映像　．　　　　　　‘
　Fig. (I一皿１）に示す如く, T.M.は特異物質を有し，之等は未だ他の酵母に於ては認められな‘
ヤものであるｏ又T.M.は斜面培養に於て一週間後に於ては斜面を滑り落ち，斜面には僅かしか疫
留せす，又非常に粘渦性炉強い様に見える炉，之等の事と大いに闘連性を有する様考えられるもの
であるｏ又之等のものが油脂類であるかの疑問にっいては染色法に依って否定する事加出未了こ．
　この物質の本質に闘しては未だ全く不明であるが，分類的な面に於て一つの基準となり得ると考
え‘られる．叉図中右側の如く超音波にて脛ぐ分散せしめると粘質物は拡がる事も観察し4得る．背
Fig. 1,1は偶然得られすこ立体的なT.M.の形であるが，今後の参考として用い良い．･　　犬・
　実験Ｉ　T.M.の誌性質
Ａ　Bllg.lO°の麹汁又は麹液寒天を用いず二場合の培養的特徴
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発育の程度　：
穿刺溝の状態　；
表面の状態　：
ガス発生：
ゼラチン液化　；
平面培養の特徴
集落の形，大さ：
???????．????
互大集落の特徴
形，大　　さ
周　　　　過
隆　　　　起
帚赤柿色，ゼリー状光沢を有し４日目に斜面を滑降し始める。
平面やや起伏あり，重厚に繁殖
Entire
capitate
発育悪し
fill form
capitale
発生せす
液化せす
３～Srum,,円形，油状
Entire
capitate
黄赤色，油状光沢
円形
11×12mm,円形･
Entire　　　　　　’ ゛
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｀Ｂ
??????、??????? ー ???
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表　　　・面
色．光　　沢
液休培養の特徴
発育 ??
???
顕微鏡的特徴
????
さ
子
Ｃ　生理的特徴
　1）最適.温度
　2）死滅温度
　3）最適PH.　ｌ
? ?
? ? ? ? ?
??
??
? ? ? ? ?
円形
黄赤色，油状光沢
良好
なし
なし
なし
なし
楕円形・
3～2×7～5μ
生産せす
　:　16～18°C.
　:　43～44°C. 10分間処理（非常に好低温酵母である）
　　:3.0～4.０
Table I . Optimum ternperaiure for growth.
午二 ８ １２゛ 16 １８ ２ ０亀 　 Ｉ ２２ ２４ ‥26 ２８ 30 '･35＼
State ＋ +ﾄ 垂
’ 誉 蚤 ' '
，升 廿 十 十 ．士･ -
Table I. Deceased temperature
言二 30 35 40 42 43
　/
44 朽 46 50
State 丑･
‘ 丑
十 士 士 - - - -
4）’醗酵性糖類
　　　　Note. T.rりli.were treated for １０minuts at each temperaturs
glucose, saccharose, fΓuctose, lacTtose, galactose, l･hamnose.
maltose, dextrin, dulcit, inulin.等に於てガスを生産せす。･
Fig. I . Cubical views of T.M. yeast.
14 高知大学学術研究報告____。第ＵＬ攘翌翌
　　Fig. I　Cubical ｖiむwsof T.M. yeast.。，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約，
　T.M.酵母の粘質物の形態を電子映像で更に明にすろと共に，之の:分類学的な諸性質を決め7二。
之等のものは今後の研究の一つＱ参考となると信する。
・附　　　記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究室業績第９号）’
　第三，第四，第五報は何れも京大片桐先生，北原先生の御指導に依るものであり，又，ポーラロ
グラフは館先生の御校闘を得仁，此処に深謝致します。叉，無機化学に就いて本学片岡助教授の貴
重な助言を得すこ，深謝すると共に，専攻学生葛目君。教室員藤田君の労を謝します。
　倚之等は昭和27年４月日本農面化学会大会に於て発表し，第四，第石l根の一部は昭和27年10月電
子顕微鏡学会に於て講演しす二。
　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　（昭和27年10月31日受理）
SUMMRRY
　In this paper ｗ６indicated the several forms of mucoid substance―. resembled with
the Hansen's netty constituent―, by electron micrographs. and the taxonomical
nature of T.M. yeast.　　　　　　　　　＼＼　　　　　　ｎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received October 31，1952)
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Effect of neutral salts for Saccharomyces Sake (Gekkeikan strain) CX4.000)
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